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1968 年度総会議事録(抄)

日時 昭和43年 5 月 28 日 10時---12時

場所 早稲田大学小野記念講堂

<議題 1 の 1 1967年度事業報告>

1. 主な会合

(1) 5 月 17， 18の両日，東京芝浦電気(株)中央研

究所に於いて， 1967年度続会および第21回研究

発表会を開催した.研究発表は総数54件，特別

講演 3件(特別テーマの‘マーケテイング、に

関する研究発表11件，特別講演 1 件)であった.

更に，翌 5 月 19日には東京芝浦電気(株)小向

工場の見学および，日本道路公団中央高速道路

建設の諸工法を見学した.

(2) 11月 8 ， 9 の両日，八幡製鉄(株)八幡製鉄所

教育センターに於いて第22回研究発表会を開催

した.研究発表は総数39件，パネル・ディスカ

ッション 1 件，特別講演4 件(特別テーマの

ミ公害、に関しては，パネルテ、イスカッション

bよび特別講演 2 件がこれにあてられた)であ

った.

更に，翌11月 10日には東洋陶器(株)本社工場

を見学した.

2. 刊行物

「経営科学」第10巻 3 ， 4 号(合併)，第11巻 1 ，

2 号を発行した.

rJORSJ Vol. 9, No. 2, 3, 4 Vol. 10 No. 1 

& 2 を発行した.
3. 国際協力

(1) ORA W (Operations Research Around The 

World Meetings) 

本学会創立 10周年記念行事の一環として

ORAW に協力した.

わが国では 8 月 14日，京都(国立京都国際

会館)， 17, 18の両日，東京(日本都市セン

ター〉にbいて OR研究発表会を開催した.

参加者数京 都 113名

東京 152名

賛助会員

外国人

発表件数特別講演

研究発表

パネル・ディスカッション

であった.

87口 (87名)

26名

3 件

45件

2件

(2) IAOR (International Abstracts in Opera. 

tions Research) 前年度に引続き. IAOR のた

めの園内 OR 文献の抄録活動ならびに IAOR.

Vol. 7 ・ No. 1---6 の国内頒布に協力した.

4. 大西記念文献賞

大西記念文献賞選考委員会の推薦により理

事会で受賞者を決定した.

5. 研究会活動

(日 昨年に引続き国鉄より「線路増設時期を決定

する諸要因に関ナる研究」の委託をうけたので

委員会を構成し研究報告書を提出した.

(2) 研究専門委員会が設立され「スケジューリン

グ応用部会」の設立が推進された. (昭和43年

4 月 22 日発足)

6. 支部活動

昭和42年 9 月日本OR学会東北支部が発足し

た.

7. 会員の状況

種 別|通常会員|学生会員|賛助会員
1966年度末 1, 039 I 49 I (社)103
1967年度入会 156 22 7 

1よ967年り度移学行生 17 -17 。

1967年度退会 -40 - 1 ー7

1967年度整理 -41 - 1 。

1967年度末 1, 131 52 103 

<議題 1 の 2 1967年度決算報告>

貸借対照表

1968年 3 月 31日現在

{昔 方
11 

貸 方

現 金| 78, 614 前期繰趣金 2, 009, 135 

振替貯金 5, 736 前受金 143, 124 

小切手座
ナム 口

499, 467 未払金 784, 589 

普通預金 460, 654 残当期運営高 1, 264, 577 

当座預金 56, 604 

定期預金 1, 904, 250 

未収金 1, 081 , 000 

|君主室 1お
合計 1 4， 2即刻|合 計 1 4， 201 ， 425
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イ昔

不十

収支計算書

方
11 

自 1967年 4 月 1 日

至 1968年 3 月 31 日

貸 方

額 11 科 額

賛助会費 3, 805, 000 刊行費 1, 792, 541 

入会金 150, 084 大費会 780, 152 

編集費 447 , 958 
，Zds玉 費 2 , 938 , 384 

会合費 202, 443 

IFORS費 105, 080 通信費 536, 316 

受託研究費 600, 000 印刷費 360, 128 

人件費 1, 135, 822 
賞金積立金 400， 0∞ 事務消粍品費 116, 499 

ORAW費 2, 668, 571 旅費・交通費 181, 315 

雑収入 523, 596 受託研究費 510, 000 

手数料 45, 040 

支部費 374, 000 

IFORS費 181, 013 

ORAW費 2 , 665 , 436 

退職引当金 35, 040 

雑 費 54, 435 

会費徴収不能 508 ， 0∞ 

計 [11 ， 19仏吋小 計同， 926 ， 138

|当期運営残い， 2臼， 577
必E為S 計 111 ， 190，吋合 計 111 ， 190，市

<議題 2 の 1 1968年度事業計画>

1.研究発表会

春秋 2 回開催し，春季は東京において総会

をかねて行念い，秋季は仙台にbいて開催ナ

る.特別テーマは「地域開発」の予定.

2. 刊行物

「経営科学Jjsよび fJORSJJ を各 4

回発行する.

創立10周年記念特集号を発行する.

名簿の改訂版を発行する.

3. 国際協力

(1) 1 AO Rに協力する.

(2) 海外より来訪する OR専門家と接触の

機会をつくる.

4. 市研究会活動

必要に応じ研究専門委員会に部会を増置す

る.

5. 普及活動

講習会その他適当な普及活動を行なう.

6. 受賞推薦活動

松永賞その他受賞候補推薦に協力する.

7. 日本OR学会大西記念文献主主

第 2 回大西記念文献賞の選考を行なう.

8. 法人化を再検討する.

<議題 2 の 2 1968年度予算>

{昔 方
[1 

貸 方

手ヰ 百|予算額 I1 科 目)予算額
賛助会費 4, 500, 000 |刊行費 3, 667 , 000 

入会金 150, 000 大会費 936 , 000 

編集費 537, 00(] 
メzう" 費 2, 502, 000 

通信費 715, 0001 

IAOR費 80, 000 会合費 296, 00(] 

未収金 781 , 000 印刷費 432, 000 

事務費 1, 227, 00(] 
過年度未収金 57, 000 

消粍品費 139, 000 

雑収入 628 , 000 旅費・交通費 228 , 000 

賞金積立金 200, 000 手数料
54, 000 

研究会費 507, 000 
前年度繰越金 IFORS費 182, 000 

受託研究費 支部費 496 , 000 

ORAW費 雑費 165, 000 

大西賞賞金 100, 000 

賞金積立金 5oo, 00C 

退声究立金 363, OOC 

1 予備費 1, 216, 00(] 

言十 1 1日 言十
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<議題 3 1968年度評議員の選出>

氏 名 動 務 先
11 
氏 名 動 務 先

朝尾 正 回 辺製薬(株; I 米谷栄二 京 都 大

浅野長一郎 塩 野義製葉(株〉権藤 元 中 国 電 カ (株)

石川 馨 東 大 近藤次郎 東 京 大

ー条幸夫 国 鉄 佐久間 孝 電 力 中 研
出居 茂 早 大 生 産 研 佐々木英治 宇 部 輿 産 (株〉

井上文左衛門 住友ゴム工業(株) 佐々木恒一 言十 量 計 匝I 研
井上洋一 国 際 電 々 (株〉 佐々木正文 防 衛 大 1
今居謹吾

一
菱 電 機 (株) 佐治信男 電 々 公 社

今川貞郎 富 士 通 (株) 坂口 実 大 阪 大 l

今村和男 防 衛 庁 司馬正次 ゴじ 大 l
弥永昌吉 学 習 院 大 重松保秀 九 州、| 電 力 (株〉

植木 繁 古 河 電 工 (株) 柴田隆史 広 島 大!

内山辰丙 j¥ 幡 製 量失 (株) 島田正三 (株) 日 立!
海辺不二雄 東 芝 (株) 白尾恒吉 名古屋大

小笠原 暁 大 阪 大 白根礼吉 科学技術と経済の会;
小田部 斉 東亜燃料工業(株〉 新宮哲郎 広 島 大
小野勝次 名 古 屋 大 菅波三郎 三菱原 子力(株)

小野木次郎 日 本 機 械 保 線 関 和文 旭ーシャイ ン(株〕

小河原正己 東 京 女 子 大 関 英男 電 通 大
大沢 豊 大 阪 大 千住鎮雄 慶 応、 大
大前義次 電 々 公 社 相馬雄二 (株) 中 村 屋 l

丘本 正 大 阪 大 多田和夫 日立システム・
エンジニアリンクョ

奥 猛 国 鉄 田原保二 日本構造橋梁研

加藤二郎 秋 田 大 高橋磐郎 早 F市 回 大 i

柏井澄夫 防 衛 庁 高橋治一郎 札 幌 気 象 台 j

春日井 博 早 稲 回 大 高松武彦 日 本↓ 技 連

門川清美 武田薬品工業(株) 高松俊朗 大 阪 大
金松正世 日 本 大 高見貞二郎 道 路 公 団
茅野 健 松 下 電 器 (株) 武田文夫 道 路 公 団

唐津 一 松下通信工業(株) 竹内 清 樽 商 大

河越康全 防 衛 庁 竹内 啓 東 京 大 i
河田竜夫 米国カソリック大 谷口和雄 日 本 建 主失 (株)

河村知男 慶 応 大 千葉 正
一

菱 電 機 (株)

喜安善市 岩崎通信機(株) 津村善郎 理 科 大

菊池庸平 東 京 大 土光敏夫 東 芝 (株)

北川敏男 九 fH 大 万根 薫 慶 応、 大
駒田用二 国 鉄 . 技 研 戸田一夫 北海道電 力(株)

国沢清典 東 工 大 戸山一雄 道 路 公 団

木暮正夫 東 工 大 中村慶一 建 設 省

古瀬大六 樽 商 大 鍋島一郎 電 通 大
小平 潔 第一建築サービス(株) 西木俊彦 ;1、 幡 製 鉄 (株)

小林宏治 日 本 電 気 (株〉 西沢 勇 中 日 新 聞
小林竜一 立 教 大 西田俊夫 大 阪 大
河辺 '旨 早 者百 回 大 西野吉次 早 稲 回 大
後藤壮介 東 ;lt 電 カ (株〉 野瀬正儀 関 西 電 力 (株)

後藤正夫 大 分 大 服部 寛
一

菱 電 機 〈株〉

n 
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氏 名 動 務 う巳 [[ 氏 名 勤 務 先

春山 巌 電 々 公 ネ土 南沢宣郎 小野田セメント(株)

!原野秀永 東 芝 (株) 南 俊治 阪神高速道路公団

l 平野和夫 道 路 公 団 宮沢光一 東京大

飛田武幸 名 古 屋 大 宮下藤太郎 東 京 大

疋田遼太郎 豊 田 中 研 宮脇一男 大 阪 大

福田治郎 広 島 大 村上永一 道 路 公 団

j 藤沢武久 早 稲 田 大 村手光彦 名 鉄 (株)

藤森謙一 清 水 建 三ô)t八a 村中 聖 運 輸 調 査 局
i 堀川映二 九 リ、1'1 ヱ 大 本告光男 中 部 電 力 (株)

本多波雄 東 ::It 大 森 寿五郎 阪神高速道路公団

J 本間鶴千代 電 通 大 森口繁一 東 示 大
!真壁 肇 東 工 大 森村英典 東 工 大

前島健治 白 営 矢矧晴一郎 富 土 銀 行

前田 j舌郎 成 精 大 矢部 真 国 量失

牧野都治 高 崎 大 八巻直帰
一

菱 電 機 (株)

増山元三郎 東 京 大 柳井 浩 慶 応、 大

松島康夫 電 々 公 干土 山口 裏 東 芝 (株)

松田 彰 東 北 電 力 (株) 山口英治 趣 イヒ 学 (株)

松田正一 早稲田大・生産研 山本純恭 広 島 大

4 松田武彦 東 工 大 湯川竜二 国 鉄

松宮武雄 近 畿 大 依田 浩 名 工 大

松村茂行 富 士 製 主失 (株) 横井 I荷 電 々 公 ネ士

三浦宏文 東 尽 大 横山勝義 汽 車 製 造 (株)

三上 操 九 州、l 大 横山 保 大 阪 大

三根 久 京 都 大 吉山博吉 (株) 日 立

御園生善尚 東 ::It 大 渡辺喜一郎 中 国 電 力 (株)

水谷一雄 南 山 大 渡辺 茂 東 京 大

南川利雄 日 本 大 渡辺 浩 東 北 大

く議題 4 大西賞授賞>

審査委員長東工大松田武彦氏の審査経過の

報告があって(写真1)，慶応大学柳井浩氏に

会長土光敏夫氏から賞状と副賞が授与された

〈写真 2 ).ついで基金を提供された大西定彦氏か

らあいさつがあった(写真 3 ). 

• 

写

真

写
真

3

写
真

1 2 
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各支部 1967年度事業報告および 1968 年度予算

東北支部

1. 43年度支部総会

当支部総会は去る 6 月 1 日，会員20数名出席のも

とに関かれた.

は) 42年度事業報告，収支決算

(2) 43年度事業計画，予算

刷秋季全国発表会準備について

今秋仙台開催の報告

準備運営委員会設置の報告

委員会規則，構成の報告

委員メンパー

委員長御園生善尚(東北大)

委員芳賀半次郎〈東北大)

桧山啓吾(電通局)

本間四郎〈東北電力)

関 弘一(東北金属)

加賀田晋成〈東北地建)

木村正行(東北大〉

石丸幹芳(河北新報〉

庄司恒雄(電通局}

(4) 役員改選

支部長後藤壮介(東北電力〉

副支部長本多波雄(東北大〉

春山 巌(電通局)

評議員小野重典(東北地建〉

加藤二郎(秋田大)

鈴木重典(東北金属)

富田耕造(河北新報)

芳賀半次郎(東北大)

松田 彰(東北電力〉

御園生善尚(東北大〉

吉田 均(電々公社〉

桧山啓吾(電通局)

岳:mヒL 事三国文治郎(東北電力〉

幹 事本間四郎(東北電力〉

木村正行(東北大)

関 弘一(東北金属〕

加賀田晋成(東北地建)

石丸幹芳〈河北新報)

庄司恒雄〈電通局)

2. 事業報告

1. 主な会合

(1) 東北支部設立総会

42.9.23 仙台グランドホテル 出席会員40名

記念講演会「東北開発について」 東北経済

連中村事務局長

「経営管理の進歩と ORJ 東芝 山口取締役

祝賀会

(2) 支部役員会

i) 43年度秋季研究発表会開催に関するもの

42.12.14 電通局会議室にて

43年度秋季研究発表会を11月 12.15.16 日

仙台市にて開催のとととする

ii) 秋季研究発表会特別テーマについて

43.1. 30 電通局会議室

「地域開発」と決定

iii) 43年度支部定期総会開催について

43.5.15 電通局会議室

2. 学会活動

OR講演会

42.10.14 I行動科学の諸問題」

一橋大南教授

42. 12. 8 IDynamic ProgramingJ 

岩手大小川教授

3. 会員の状況賛助会員 3 通常会員91
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3. 収支決算

収 入

予 算 決 算

本部交付金 49， 000円 本部交付金 49，∞o円
支部設立寄付金等34， 850 支部設立寄付金等36， 100

銀行利子 28 

A仁'l" 計 83， 850円| 85， 128 円|

4. 43年度事業計画

1. 秋季全国研究発表会の開催

本部の計画にもとづき今秋の仙台市にbける

研究発表会の準備運営に協力する

5. 43年度予算案

~:Z 入

本部交付金〈見込) 49， 000円

前年度繰越金 64, 228 

L 言十 113 ， 228円
'" 

6. 秋季全国研究会準備について

43.11. 14~15日発表会 16目見学会金研等見

学，松島遊覧準備

運営委員会の設置

構成委員長は評議員クラス，委員は学識者

幹事のほか各職場より選出

委員会規則

1. 本部の計画にもとづき発表会開催の準備

運営をなナのを目的とする

2. 委員会は前条の目的を達成するため支部

長の指示にもとづき計画を立案し実行する

ものとする

3. 委員会の活動のための経費は予備費寄付

金等による支部経費を当る

4. 委員会の構成

以上

支 出

予 算 決 算

講研〈O2習R千講円J演究X会J3FF会 6，飢渇円 OR講演会謝礼 3，∞o 

45， 0∞ , 2， 0∞ 

4, 000 役員会費 3, 900 

印

事

通

予

届リ 費 10，∞o 支部報告印扇肝~ 12，∞o 

務 餐 10， 000

信 費 3， 0∞ 繰 越 金 64， 228

備 費 5, 850 

即吋 85，剛|

2. 研究活動

全国研究発表会への積極的参加

支部研究会，講演会の開催

3, 普及活動

支 出

講演会謝礼 (3千円 x1 回〉 3， 000円

研究会謝礼c1千円 x3 時間 2 回) 6, 000 

印 局リ 代 30, 000 

通 信 費 5, 000 

総会役員会費 25, 000 

予 備 費 44, 228 

L>. 計 113， 228円口

中部支郵

1. 昭和42年度定期総会

1.とき 5 月 26 日(金) 17. ∞~18.00 

2. と ζ ろ 中産連ピル

3. 議題①昭和41年度事業報告ならびに収支

決算承認の件

②昭和42年度事業計画ならびに収支

予算審議の件

③役員選任の件

④その他

2. 運営協議委員会

1.とき 5 月 23日(火) 18.00-19.00 

2. と ζ ろ 中産連ピル

3. 議題①昭和41年度事業ならびに収支決算

報告と承認

②回和42年度事業計画ならびに収支

予算審議

③役員改選
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。 R 石野 "" yし b耳

月 日 と と ろ ア 一 て才 発 表

「シミュレーションによる多
名 古屋鉄道(株)

4/21 中産連ピル 種類切符自動販売機の能力推

定」
山 回 卓

「データーの追加修正に対す 中 部 電 カ (株)

5/26 H る最少自乗曲線の簡易修正 企画部事務機械化担当

法」 回 中 庸 平

「消費者の購買態度と名柄固 (株)電通名古屋支社

6/22 H マーケテイング部
定について」

武 藤 博 道

「シミュレーションプログラ
日本ユニパック(株)

7/25 H 名 古 屋 営 業 P斤
ム GASPの紹介」

久保井 雅 也

1. 海外の現況について
名 古 屋 大 再TA 

8/14 名古屋鉄道(株)本社 2. 名鉄パスターミナル概況

パスターミナル見学 小野勝次支部長

10/20 中産 i宝ビル iDYNAMOJ 

(株)目立製作所|
システム開発部応用開発課

松 原 諜 長

名古屋工業大学

12/22 H 「信頼性理論の展望」 計 浪~ 工 学 教 授

依 国 浩

「新しいプログラミング言語
日本アイビーエム(株)

1/26 グ シ ス ア i、 課|
PL-1 について」

寺 圏 孝|

「駅名標示の簡素化につい 名 古屋鉄道(株)

2/23 H 電子計算センタ一部長|
て」 村手光彦

中 部 電 カ (株)「アメリカ電子計算機大型ユ
3/22 H 企画部事務機械化担当副主査

ーザーを訪問した感想」 本 tEt 1 光 男|
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収 支 決 算 書

自問和42年 4 月 1 日

至回和43年 3 月 31 日

日本OR学会中部支部

o R 研究会

学会支部 o R 研究会 必仁1為 三十

① 繰 越 金 (113, 436) (177,542) (290,978) 

dzう~ 安 収 入 380, 000 380, 000 

同 本 部 送 金 ム297 ， 000 ム297 ， 000
収

(差引支部収入) ( 83, 000) ( 83,000) 

(研究会収入) (183, 200) (183, 200) 

(雑 i以 入〉 ( 14,672) ( 14,672) 

入 ② 当 期 計 ( 97,672) (183, 200) (280,872) 

③=①+②合計 (211, 108) (360,742) (571,850) 

(旅費交通費) ( 42,840) ( 4, 190) ( 47, 030) 

(会議会合費〉 ( 18,643) ( 1,710) ( 20, 353) 

支 (研 't'G し JZうζ• 費) ( 7, 140) ( 7, 140) 

(会 場 費) ( 1,450) ( 19,350) ( 20,800) 

(印 局リ 費) ( 9,970) ( 2, 290) ( 12, 260) 

(通 費) ( 10,861) ( 10,861) 

(事 務 費) ( 12, 000) ( 12, 000) ( 24, 000) 

出 (消 粍 ロロロ 費)

(雑 費〉 ( 2,600) ( 2,665) ( 5, 265) 

④ 当 期 計 ( 87,503) ( 60, 206) (147,709) 

当期収支差引②ー④ ( 10, 169) (122,994) (133, 163) 

次 期 繰 越 ③ー④ (123,605) (300,536) (424, 141) 

© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



貸 借 対 日百 表

昭和 43 年 3 月 31 日現在

日本 o R 学会中部支部

o R 研究会

科 日 金 額 不十 呂 金 額

現 金 6, 475 ※ 未 ナム 金 393,674 

銀 行 預 金 811 ,340 o R 学会繰越金 113, 436 

OR 研究会繰越金 177,542 

当期 OR 学会残高 10, 169 

当期 OR 研究会残高 122,994 

f仁〉3』 主十 817,815 JロS、 五十 817,815 

※当期未払金内訳

本 官官 送 金 297,000 

事務管理 費 24,000 

中産連立替経費 72,674 

~ ・ 務

1.賛助会員の移動

1日I1 41 年度|入 メ~ 増 口|減 口 l 現

15 0 1 。 2 14 

17 0 1 。 2 14 

退 dz企zh 日本 I B M (株〉

減 口 (株)中部日本新聞社

中 部 電 力 (株)

2. 。 R 研究会

主と 数 12 1 1 1 1 12 

口 数 26 2 1 1 1 27 

ス、 ~ 日本電信電話公社東海電気通信局

退 dZ会五 中 尽 電 機 (株)

増 口 日本 I B M (株〉

減 口 目立システムエンジニアリング(株)

よって 43 年 3 月 31 日現在 12社27口

45 

在

在
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間和 43 年度事業計画

(昭和43年 4 月~昭和44年 3 月〉

日本 o R 学会中部支部

o R 研究会

1. 会議

1.定期総会 期首 1 回

2. 運営協議委員会 2 回

2. 事 業

1. 専門家による講演会 1---2 回

2. 月例研究会 毎月 1 回

3. ゲストを招いての懇談会 3---4 回

昭和 43 年度収支予算

繰 越 金

会費収入14口 x@30， 000

収 同 本 部 送 金

支 部 収 入

研究会収入27名 x@6，∞o

止口為 計

旅 費 ヲJ阜で、 通 費

JZS五" 議 dz台z帳 ノ仁与1 費
支

百f 勾ノ~ JZζ 3・ 費

Jヱ』=z 場 費

Ep 眉リ 費

通 イ言 安

事 務 費
出

雑 費

予 備 費

メ仁』3 五十

(昭和43年 4 月~昭和44年 3 月〉

同TL ~ 研

123, 605 

420, 000 

ム333， 000

87, 000 

210, 605 

25, 000 

15, 000 

10, 000 

6, 000 

10, 000 

3, 000 

15, 000 

3, 000 

123, 605 

210, 605 

日本学 o R 会中部支部

o R 研究会

勿~し ぷzうi; Jtコ』 己十

300,536 424, 141 

87,000 

162,000 162,000 

462, 536 673, 141 

15, 000 40, 000 

15, 000 30, 000 

70, 000 80,000 

20, 000 26, 000 

12, 000 21 , 000 

10, 000 13, 000 

15, 000 30, 000 

5, 000 8,000 

300, 536 424, 141 

462, 536 673, 141 
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日本OR学会中部支部役員名簿(昭和43年度〉

中部支部役員

支 部 野 勝

藤 一 画 室 長

藤 芳 部 電 力 画 官官 長

11 木 手芸 局 長

11 国 授

11 と仁』3 光 官官 電 力 (株) I 企画部企画課副長
11 脇 錠 - 1 (株)電通名古屋支社 l マふテインク部長
11 手 光 古屋 鉄道(株) 1 電市センター部長

11 野 菊 彦 |ω 中部産業連盟|常 務 理 事

監 田 俊

, 尾 '国 古

o R 研究会役員

研究会幹事|榎 本 久 部 電 力 (株) 1 企画山課兼事務機
械化担当

11 藤 喜 典 1 (日通名古屋支社|マーンク副部長
11 屋 鉄道(株) I 電子加ンタ一次長

関西支郎 づいて 7 月 5 日の本部第一回理事会の意向及び決

関西支部は，中部，九州及び中国・四国支部のあ 定にもとづいて 7 月 13日及び24日に支部運営委員

いつぐ分離によって，京阪神の学会及び業界を中心 会を聞き， ζれを討議した.

とするコンパクトな形となった. 又その決論は 7 月 22日及び 7 月 25 日に理事の一人

このため. OR関係者聞の意志の疎通連絡はよく が上京する際に本部に連絡するという，あわただし

たったが反面b互の研究内容が，本部研究発表会及 い動きを示している.

びOR学会以外の会合でもよく知れるようになった 更に 8 月 8 日には運営委員有志が，京都国際会議

ため，支部独自の活動が多少低調になったきらいが 場における準備状況を視察し，同時に会議運営につ

あった. いての OR的考察を行なった.この結果 8 月 14日の

本年度の支部活動は，その大部分を ORAW京都 会議は順調に進行し，成功祖に終えることができ

セッションの実現に費している. た.

ナなわち 5 月 18 日の一部関係者の下打合せにつ 本年度はその他には特筆ナベき事業は行なってい
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ない.

尚支部の事務局は1959年 8 月以来，日本規格協会

関西支部内に置かれていたが，本年 4 月よりは，

大阪市東区道修町三丁目

シオノギ解析センター

内に移転した.

永年にわたる日本規格協会関西支部の事務局の方

々の御世話に対して厚く感謝の意を表する次第であ

る. (前理事西田，朝尾(記))

中国・四国支部

昭和42年度事業報告-

主要事項

(1)42年 6 月 10 日 中国電力本社にまTいて，昭和42

年度総会主Tよび特別講演会を開

催した.

題目 OR と予測

講師東京工業大学教授

松田武彦

(2)42年 6 月 20 日 広島大学会館にbいて，講演会

を開催した.

題目 スイッチ回路と人工頭脳

講師 ノースカロライナ州立大

学教授

伊 藤誠

(3)42年 9 月 30 日 電源開発竹原火力発電所の見学

会を開催した. (電気四学会と

(6)43年 4 月 14.15 日 計算機制御講習会を開催し

た.

(広島工業会，日本電気技

術協会，計汲IJ 自動制御学会，

電子通信学会，電気学会各

中国支部と共僅)

開42年 5 月 10 日， 12月 9 日 運営協議会を開僅し

た.

[8)会員

設立時

41 年度末

42 年度末

!竺竺l竺竺!竺竺』

昭和42年度事業会計報告

収 入 支 出

項 目|金額 項 目|金額
前期繰越金 1, 010 通信費 4, 268 

本部交付金 74, 000 印刷費 7, 940 

会合費 3, 730 

講演会費 26, 538 

事務費 12, 000 

~ '‘d 
3, 009 

次期繰越金 17, 525 

J口与 言十 | , 010 11 合
共催〉 昭和42年度日本オベレーションズ・リサーチ学会中

仏)42年10月 6 日 中国電力本社にbいて講演会を 国四国支部事業会計報告を監査した結果適正である

開催した(電気四学会と共催) ととを認めます.

題目電力系統の重大事故対策 田和43年 6 月 26 日

について 日本オペレーションズリサーチ学会中園田

講師電力中央研究所電力第 3 国支部
部悔津照裕 監事田中琢磨@

(5)42年12月 9 日広島大学工学部第 1 会議室にお 監事松 縄淳@

いて研究会を開催した. 昭和43年度事業計画

げ)題目第14回TIMS国際会 1.会 議

議及びスペイン ORA

W会議に出席して

発表者近畿大学教授

松宮武雄

(め題目 アメリカにまテける最近

の PERTついて

発表者中国電力 K.K 総合

機械化準備室

権藤 元

1) 総 ~ 1 回

2) 運営協議会 2 回

2. 事 業

1) 夏季研修会会場東洋工業(株)

期間 3 日間

2) 講演会年5 回

外国人講師(1回予定〉

3) 研究会 3 カ月に l 回 (2 件〉

4) 普及活動
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1) 宇部を中心にした普及活動

2) 四園地方にbける普及活動

5) 賛助会員並びにー般会員の拡大

追記:日本OR学会中国・四国支部を問和43年 7 月

収

項

1 日より下記の場所に変更する.

郵便番号 737-01 

呉市広町

近畿大学工学部経営工学科内

日本オペレーションズ・リサーチ学会

中国・四国支部

電話 0823-71-9171

昭和43年度収支予算

入 支 出

目|金額 項 日 l 金額
前期繰越金 17, 525 通信費 10, 000 

本部交付金 80, 000 会合費 5, 000 

印刷費 12, 000 

事務費 12, 000 

講演会資 30, 000 

研究会費 15, 000 

雑 費 3, 525 

次期繰越金 10, 000 

¥ 97， 5ぉ !l 97, 525 

日本オペレーシ冨ンズ・リサーチ学会中国・四国支部

役員名簿(田和43年度)

支部長佐々木英治(宇部興産〉

副支部長柴田隆史(広島大学〉

運営協議員青木兼一(広島大学〉

σ0音順) 石田 甫(宇部興産〉

北林琢男(広島大学)

木村三郎(中国電力)

新宮哲郎(広島大学)

田中琢磨(神戸製鋼所〕

広瀬嘉道(三井右油化学〉

福田治郎(広島大学)

布留川 靖(広島大学)

松宮武雄(近畿大学)

松野五郎(松山商科大学〉

山本 昌(日新製鋼)

山本純恭〔広島大学)

監 事荒川正介(東洋工業〉

松縄 j享(国鉄中国支社〕
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九州支部

1 第 3 回支部総会議事概要

・日 時 63.5.10 く金) 16 : 30,...,17 : 30 

・場所福間生産性九州地方本部セミナ一室

.出席者く50音順〉

内山く八幡製鉄)， 瓜生く日本アイ・ビー・エ

ム)，梅根く西日本鉄道)，江口く九州電気通信

局)，大熊く八幡製鉄)， 重松く九州電力)， 西

嶋く八幡製鉄)，三上く九州大学)，百瀬く八幡

製鉄) ，白崎く事務局〉

・議題わよび議事要旨

内山支部長があいさつの後，議長となり

1. 1967年度事業報告と収支決算報告について

事務局幹事から，主な会合や活動の概要，会計

の収支パランスなど会務を報告，承認く資料 I 参

照〉

2. 1968年度事業計画と収支予算について

ついで，地区別研究会のパックアップ，部報の

発行，支部交付金の運用等々につき説明，別紙の

とまr り協議決定く資料E参照〉

3. 役員の選出について

さらに役員の任期満了に伴う改選にうつり，満

場一致，別掲のように決定された.く資料E参照〉

4. その他学会の近況

(1) 東北文部の発足， 42.2.23 設立創会を開催し

正式発足

(2) 秋季研究発表会の開僅予定

(3) セミナーくPPBS とシステム分析〉の紹介

日時: 5/22,...,23 

会場:麻布プリンスホテル

主催:経済団体連合会，日本OR学会

など報告事項を終了，閉会した.

2 . 1967年度事業報告と収支決算

I 事業活動報告

1. 主友会合

(日第 2 回支部総会

日時 42.7.28 く金) 10 : 00,...,12 : 00 

場所北九州市・八幡製鉄所教育センタ一

議題①1966年度事業報告と収支決算承認

②1967年度事業計画と収支予算審議

③支部運営協議員の補選

④秋季研究発表会について

⑤地区別研究会活動報告

(2) 第 3 回支部運営協議会

42.7.28 八幡製鉄所教育センターで支部運営

協議会を開催し，午後は東洋陶器本社工場を訪
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ね，工場見学会についての調査打合せを行なっ

た.

刷秋季研究発表会実行委員会

11月北九州市で開催される秋季研究発表会の

準備運営に協力するため，在福の会員を中心に

実行委員会を組織， 10月 12日八幡製鉄教育セン

ター会議室に，内山， 三上， 堀川， 若林， 麻

上，瓜生，浜口，梅本，梅根，福田，葛原，安

部の12委員が参集，会場，懇親会，工場見学，

観光，大会運営等について討議し，各委員が分

強，本部役員幹事と協同して推進するととを申

合わせた.

分担総活内山，特別講演三上，庶務会計若

林，手島，連絡白崎，会場受付西木，

葛原， 懇親会堀川， 浜口， 見学会瓜

生，末次，梅本，観光梅根.

'2. 研究会活動

(1) 1967年度秋季研究発表会

秋の研究発表会は， 11月 8， 9 の両日，当支部

が幹事役となり，北九州市・八幡製鉄所教育セ

ンターで聞かれた.

研究発表は一般39件，特別講演4 件で，今回

は「公害」を特別テーマにとりあげ，パネルデ

イスカッシ冒ンが行なわれた.恒例の懇親パー

ティは 8 日の夜小倉ステーションホテルで，山

口，松田， 内山の副会長をはじめ 70 余名が参

加，若手の新顔が多く愉快に歓談盛況であっ

た.10日は見学会で，東洋陶器本社〈小倉〉工

場を見学し，多彩なプログラムを順調に終了す

ることができた.

ちなみに，当支部は実行委員会を構成し，大

会の開催準備と運営に協力，なまr地元からはつ

ぎのとおり特別講演件とパネルディスカッショ

ンに参加 2 件の研究発表が行なわれた.

特別講演「鉄鋼業における大気汚染防止対

策」

八幡製鉄・計画部副長

設楽正雄氏

パネルディスカッション「公害と ORJ

九州工業大学・教授

上滝具貞氏

八幡製鉄熱・技術課長

岡田芳太郎氏

研究発表「シミュレーシ冒ンの複合化につ

いて」

八幡製鉄・工場診断諜

麻上俊康氏

「シミュレーションによる柱上変

圧器更新問題の検討」

九州電力・管理室

内村桂典氏

(2) 地区別j研究会活動

福岡・九州・周南の各研充会ごとに，それぞ

れ地域活動の性格にしたがい，情報の交換，技

術の交流研績を主に講演等を加え，自主的に企

画運営するよう推進してきた.

最近の主な研究テーマは別表のと b りであ

る.

(3) ORAW くOperations Research Around the 

Wor1d Meetings) 

8 月 14日から 18日まで京都bよび東京で，国

際的なOR研究発表会が開催され，九州、lからは

八幡製鉄，九州電力が参加した.

3. 教育活動その他

(1) OR を中心と Lた経営科学基礎コースの開催

九州 1 E協会主催，当支部後援のOR基礎コ

ースが 9 月 21 日から 10月 18 日までく 8 日間〉

福岡市民会館国際会議室で開催された.

講師団はつぎのとおり，参加者は第 2 次産業

13社，第 3 次産業IOt土計24社37名で，なかなか

好評のようであった.

講 師日本 1 E協会常任委員，九州 1 E 

協会理事運営委員

日本OR学会理事，同九州支部副

部長支

日本規格協会委員 三上操氏

特別講演 「現代経営における ORの理念と

役割」

日本 1 E協会運営委員，九州、11 E 

協会理事運営委員長

日本OR学会副会長，同九州支部

長 内山辰丙氏

座談会 「マネタメントは OR をいかに活

用すべきか」

司 会九州大学・工学部教授

三上操氏

出席者八幡製鉄所・副技師長

内山辰丙氏

西日本鉄道・監理部長

梅根定氏

(2) 企業内OR導入教室に協力

①日時 42.8.21.......26 (40時間〉
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②内容管理者のためのOR入門

⑤講師九州大学・工学部教授三上操民

④対象九州、I電気通信局 管理

職35名

(3) OR資料の紹介 2 件

・鉄鋼のための PERT く日本鉄鋼連盟発行

• J 1 S オベレーショシズ・リサーチ用語〈白

本規格協会発行〉

PERTについては，当支部事務局で，ま

たOR用語は日本規格協会福岡支部で，それ

ぞれ購入の斡旋をした.

E 収支決算 <42.4.1~43.3.31>

項 目

1. 1966年度より繰趣金

収 2，支 部 費

3. 雑 収 入

預金利息上期分

ス、
下期分

J口斗 計

1. ぷ;i!: 議 安

文 は) 支部総会費

(幼運営協議会費

2. 研究講演会費

3. 通信連絡費

出
4. 予 備 安

Aロ. 計

1 968 年度へ趣繰金

51 

度 |通常会員|学生会員|賛助会員

1 967 。 4 く 8>

予 算 決 算

28 ， 435円 28， 435円

48 , 000 48 , 000 

565 631 

237 

394 

77, 000 77, 066 

40, 000 18, 675 

30, 000 12, 155 

10, 000 6, 520 

20， 0ω 。

3, 000 250 

14, 000 6, 760 

77，飢渇 25, 685 

0円 51 ， 381円

i主 1. 予備費〈秋季研究発表会関連費用> 6， 760円

2. 富士銀行普通預金在高 51， 381円

3 1968 年度事業計画と収支予算

I 事業計画

1.研究活動

ω 活発なORの推進と応用研究による技術交

流，相互啓発く学会〉

包) 各地区にまTける調査研究活動のパック・アッ

プ〈地区別研究会〉

2. 普及活動と会員の増大

{日企業へのORの普及，導入指導

(2) 講演および工場見学会の企画実施

3. 教育活動その他

(1) 経営科学推進のための教育， OR ワーカーの

育成

(2) OR関係の図書文献資料の紹介，部報の作

成，配布

(3) 関連諸国体との連携協同

活動要項

o学 会く1鈍8年度〉

1. 総会主Tよび春季研究発表会

ω 期日 5 月 28日〈火> ~30日〈土〉

(2) 会場早稲田大学小野記念講堂〈新宿区

戸塚町 1 丁目〉

(3) 特別テーマ:信頼性

帥研究発表く支部関係〉

「資源制限型スケジューリングの最適解」

九州大学・工学部生産機械工学教室

須永照雄氏

2. 秋季研究発表会
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(リ期日 11月中旬

(2) 会場宮城県県民会館〈東北・仙台〉

(3) 特別テーマ:地域開発

3. 評議員会・理事会

<)地区別研究会

原則として毎期または隔月 1 回，参加者相互に

よる事例の発表と討論によるケーススタディを行

ない，企業の実際に即したORの適用についてそ

の向上をはかる共同研究の場として開催する.

・福岡地区OR研究会 43~6.9.12 44~3 

4 回開催

・九州OR共同研究会 43~5.S.1i 44~2 

4 回開催

・周南地区研究会 43~5.7.9.11 44~1.1 

6 回開催

。第 2 回OR基礎コース

く生産性九州地方本部・九州 1 E協会主催，日

本OR学会九州支部協賛〉

このコースは，経営者をはじめマネジメント各

階層の管理職や部門スタッフのため，複雑な経営

上の諸問題の解決にOR をどのように役立てる

か，また問題をどのように発見し設定し解決する

かを， ORの基本を強調しながら手法の有用性を

E 収支予算く43.4.1....... 44.3.31> 

項 日

1. 1967年度より繰越金

収 2. 支 部 費

(1) 賛助会費分

(2) 通常会費分

ス、
3. 雑 収 ス、

d口L 計

1. ぷ~ 議 費

(1) 支部総会費
支 (2) '運営協議会費

{劫本部会議費

2. 研究講演会費

3. 部報費 5，∞0円/回X4

4. 通信連絡費
出 5. 予 備 費

d口』 計

できるだけとり扱いやナい形で紹介し，企業内O

Rでを理解できる人材の養成をねらいとしてい

る.

講師九州大学工学部応用推計学講座担当

一上 操氏
期間前期 43.5.23 <木>---25 <土> 3 日間

中期 43.6. 7 く金>---8 <土> 2 日間

後期 43.6.20 <木>---22 <主> 3 日開

会場福岡く富士ピル〉日本生産性九州地方

本部セミナ一室

申込・問い合せ先

福岡市天神 2 丁目 8-49 く福岡富士ピル 6 階〉

財団法人 日本生産性九州地方本部

教育部第二課電 77-6481

o部報の作成立Tよび配布

会員相互間のつながりを深めるため，本年度か

ら部報くOR九州〉を発行する.みんな忙しく会

合に全員出席とはいかないので，意見の交換や研

究会などの現況を全員に伝えることを目的に，年

4 回〈季毎に〉作成配布する.

o会員の普及PR

関係諸機関と協同して，講演会，見学会の開

催，部報による研究会活動の運営などを行なう.

金 額

51 ， 381円

48, 000 
8， 000円

40, 000 
619 

100, 000 

35， ωo 

15, 000 
10, 000 
10, 000 

40, 900 
20, 000 
3, 000 
2, 000 

100， ωo 

注1. 本部より交付される支部費の計上は一応前年度をベースにした.

2. 新らしく，支出の部に本部会議費，部報費の項目を設定した.
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4 支 部 役 員 (1968年度)

役 名 氏 名 勤務先 . 役職 電 3古

支 部 内山辰丙 八幡製鉄所副技師長 く093> 67-0311 

冨リ 支 部 三上 操 九州大学工学部教授 く092> 64-1101 

堀川映二 九州工業大学機械工学科教授 く093> 87-1931 

11 重松保秀 九州電力(株〉 管理室次長 く092> 76-3031 

八幡製鉄所八橋製造所, 西木俊彦 く093> 67-0311 
標準部工場診断課課員

日本アイ・ピー・エム装置工業
H 瓜生精四郎 く093> 54-3031 

営業部第一営業所

グ 梅根 定 西日本鉄道(株) 管理部長 く092> 76-6631 

5 地区別研究会発表事例一覧

{リ福岡地区OR研究会

構成メンパーく九電，西鉄，西部ガス〉

研 究 ア 一
てr 発 表 者

シミュレーションによる当直人員の検討 九 電

11 42. 6 自動車整備部門のワークサンプリング実施例について 西 主夫

ガス漏洩率につい℃ 西部ガス

PERT適用例く送電線工事〉について 九 '電

12 42.10 

エンジン・オーパーホール時期決定について 西 主失

柱上変圧器の器種選定について 九 電

13 42.12 

複写業務の改善について 西 主失

パラセメントの抜取検査について 九 電

14 43. 3 大牟田線駅務掛窓口数決定 西 主失

標準気温にbける販売量の推定につ円て 西部ガス
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20 

21 

22 

(2) 九州 o R 共同研究会

/八幡製鉄八幡，住友金属小倉，九州電力 八幡化学戸畑，安川電機1
構成メンパー (西日本鉄道，三菱化成黒崎，黒崎窯業， d本板硝子若松〈開催順同>~)

時 期 場 所 |参加人員 | 研 ワ'9i: ア 一
てr

共 計数業務の運営について

埠頭の地盤安定度計算例
三菱化成黒崎工場 事

42. 5.26 46 当工場製品の輸送合理化について
協和会館

経営におけるコンピュータ利用の今後

く大阪大学教授横山保氏講演〉

共 総合生産性指数による評価制度について

黒崎窯業本社 44 
補修作業の要員設定について

42. 8.25 
事 原料の最適保有量の検討

モンテカルロ・シミュレーターの開発とその応用

共 当社にま?けるコンピューターの利用について
日 本板硝子

42.11. 1 46 最適掛合せへの LPの適用
若松工場 事

適正通函在績数の決定モデルについて

共 経営管理機能の考察

八幡製鉄所 計量モデルによる日本経済の予測j
43. 2.23 51 

教育センター 事 鋳型需給管理システムの改善について

分割法によるシミュレーション方法の開発

注 1. 共......共同研究会， 事H・H・事例研究会

発 表 者

三菱化成

黒崎工場

黒崎窯業

日本板硝子

若松工場

八幡製鉄

2. 発足以来5 年，会員相互の親睦をはかるため， 43.2.23 研究会終了後，千草ホテルで夕食懇談会を開催，現在までの研究会活動の成果をも

とに，今後の方向づけと運営について自由な意見を交換し，参加者の交流を深めた. く出席者30名〉

E 
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(a) 周南地区 5 社研究会

構成メンバーく東洋鋼板，日新製鋼，徳山曹達，八幡製鉄光，八幡鋼管光〉

回 所|参加人員| 研究テーマ

42. 5.27 |日新呉| 18 !請負制度について
標準時間による設備作業管理に

2 42. 7 ・22 光製鉄 22 
ついて

東洋鋼板

42. 9.23 |徳山曹達| 19 日新製鋼

|東洋鋼板| |原価系列の事問化について
徳山曹達

42.11.18 21 
光製鉄

設備保全の採算分析と管理方式
八幡鋼管

5 43. 1. 27 日新・周南 20 
の改善

43. 3.31 H 呉 17 

注 42.4.15 本年度第 1 団幹事会が開催され. 42年度の成果反省と 43 年度の研究課題に

ついて打合せを行なった.

科学警察研究所見学記

1968年度春季研究発表会第 3 日を終えた 5 月 30 日 名な法医学者の汀畑種基博士である.所長が研究者

午後 1 時，総長選挙問題で騒然としている早稲田大 のせいか，とこでは加わゆる警察的雰囲気は見られ

学をパスで出発した会員45名は，千代田区三番町の ない.

科学警察研究所へ向った.ととろが途中，目的地へ われわれは全般的説明.映画の後 2班にわかれ

向う一方通行路を通り過ぎてしまい，国鉄矢部氏の て法医学研究室と物理研究室を見学し，最後に参考

名ガイド? 付で中央官庁街の見学も兼ねてしまっ 資料室を見た(科学捜査部は，法医，化学，物理，

た(カゲの声「どうしてうぐいす嬢にしゃべらせな 火災，機械，文書，心理の研究室にわかれている).

いんだJ). 私達の班はまず物理研究室で声紋による個人識別

皇居の千鳥ケ淵公園に面ナる科学警察研究所は， を行なうソナグラフ装置を見た.何か言ってくれと

前身は警察庁付属機関として昭和23年に設置された いわれてしばらくもじもじしていた東芝の原野さ

科学捜査研究所で，昭和34年に防犯少年部と交通部 ん，やがて意を決して「本日は晴天なり J. ζれを

を加えて改称され，警察活動全般にわたる総合研究 何回も再成しながら特定周波数のみ取り出してグラ

所として，警察活動に関する科学的研究，実験とそ フに画くわけである.時間節約のため回転数を上げ

の応用の鑑定検査を行なっている. るので，再成音は超ソプラノ.爆笑となる.これを

建物は継ぎ足し継ぎ足しで調和の美とはほど遠 ノf ックに説明を聞く.どんなに声を作ってもまた録

く，その発展の跡をそのまま示している.所長は有 音が悪くとも同一人は特定パターンを示し， また
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「ア」なら「ア」の本質のパターンは簡単で，さ.っ

とクラフに書くだけでちゃんと「ァ」と聞えるそう

である. OR のモデルと実際との関係を忠わせる.

法医研究室では血液の話を聞く.血液型の変化の

話が面白い.

最後に参考資料室で各種資料を見る.偽造通貨や

高杉晋作などの手配書もある.写真は自由にとって

よかったが，殺人事件に関する写真はついにとれな

かった(下城記〉

研究発表プログラム

1!蜘年 5 月鶴田 第 1 会場〈小野記念講堂)

1) 特別講演

声の個人識別と音声の合成一声紋ー

…科学警察研 鈴木松美

2) 窓口に優先順位のある待ち行列

…・・東京理科大 津村善郎

3) Time mark を持つ待ち行列モデルのー解法

…電通研中村義作

4) 変動する窓口の数を持つ待ち行列

・・ H ・ H・-名城大 中川車夫

5) T S S に関連する待ち行列について

H ・H・...広島大福田治郎

6) 特別講演

マン・マシンシステムの歴史とその未来像

…早稲田大 高木純一

第2会場(大隈小講堂〉

7) A Dynamic AlIocation of Advertising Exｭ

penditures on the Unstable Conpled Market 

......・・・京都大 三根 久

グ 尾崎俊治※

8) On the Sales Promotion for the Learning 

Model... ・ H・..京都大三根 久

' 大田友房※

9) 行列簿記とそのマルコフ分析

…大阪府大 浅井勇夫

10) 会計監査にまTける非連発見モデルの予備的考

(※印発表者〉

察...・H・..国税庁赤池 仁※

目立システム多田和夫

11) 航空原動機整備システムの信頼性に関するー

考察・・H ・ H・-慶応、義塾大 下郷太郎

5月29日 第 1会場(小野記念講堂)

1) ある領域における最小自乗法について

・・ H ・ H・-大谷技術短大野田竜夫

2) 次元数の異友る連続分布の情報量比較

...・ H・-中国電力 本田公部

3) 計算組織のシミュレーションの特徴

…九州大牛島和夫

4) Reject AlIowance Problems 

…神戸商大 梅林光寿

5) 情報路行列による取替要因の解析

H ・ H・...電々公社江副 カ

6) 在庫のコオーディネーション機能に関する研

究行動モデルによるシミュレーション

...・ H・..東工大松田武彦

, 関口光晴※

7) 0 ・ R の手法の保護に関する若干の提案

・…迫手門学院大目崎憲司

8) Reliabi1ity Aspects of Complex Systems 

…京都大三根 久

' 尾崎俊治※
9) Some Considerations on Age Replacement 

……・・京都大 三根 久
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22) 最適ネットワーク構成に関する一考察

…・・大阪大 平尾 直

23) 分割可能な作業を有するプロジェクトの日程

計画・...・H・-東京大古林 隆

24) 資源制限型スケジューリングの最適解

…九州大須永照雄

25) Optimal Decision Rule under Partial Obｭ

servation 

行※j[. 台、事]

...・ H・統数研渡辺 浩

26) Cutting Plane Method についての一考察

-…・京都大三根 久

, 成久洋之※

住友銀行 笠井雅雄

27) Linear Programming and Markovian Deｭ

cision Processes 

…・…・京都

文正

一※

作

三根

P 尾崎

5月S曲目 第 1会場(小野記念会講堂)

1) Two-Lane Highway-Crossing Problem with 

Waiting Area 

・・・・・・・・-京 三根 久

, 長田 博※

2) Some Resu1ts in the Intersection Delay 

Problem with Correlated Gap Acceptance 

…・・京都大 三根 久

' 三村猛※
3) A Study of Traffic Assignment to Arterial 

Street Network 

........北海道大

4) 国産輸送機のOR

-…東京大近藤

5) 擬タイヤモデルによる線路容量算定

....・ H・-東工大森村

第2会場(大隈小講堂〉

6) 離散的最大原理を用いたループを含まない電

カ系統の最大電力問題

…広島大

7) 林業生産システムの最適化

…・・東京大 白井良

8) 最適在庫過程の解析的・数値的研究-1

'"・H・-都立エ短大 小田中敏

久

治※

郎

典

10) 瞬間平均故障率について

…・・東京理科大 津村善郎

高崎経済大 牧野都治※

11) 信頼性にまテける 2.3 の統計的手法について

…東工大真壁 肇※

横浜国大 神沼靖子

12) ノモグラフによる最適値決定

…防衛大佐々木

13) 特別講演

信頼性技術の動向

.......電気試験所 塩見 広

14) A Note on the Reliability of Restorable 

System 

犬

俊

j悦

次

英

村山

大

大都

稲垣康善※

伊藤 誠

福村晃夫

16) 信頼度の立場からみた回路モジュール設計法

の比較……・日立製作所 菅野文友

第2会場〈大隈小講堂〉

17) 整数線形計画法における基底，目的関数の値，

解の非存在の関係

…目立中研 江藤

18) Branch and Bound 法にもとづく擬似プ{ル

計画法のアルゴリズムとその応用について

・・H ・H・名古屋大 吉田雄二

19) Mixed Integer Programming の新アルゴリ

ズム H・H・...住友金属中研阿澄ー寛※

, 中川| 勝

, 徳山博子

20) 0-1 変数よりなる線形計画問題に対するプ

ール代数的解法

.，.・・・・京

……早 大藤沢武久

15) 誤り指示器の故障を考慮した重冗長修理系の

信頼度について

…名古屋大

肇

H 

H 

兼

秀

木

木

青
平

三根 久

' 成久洋之※
21) An Additive Algorithm for SolvingWeight-

ed Distribution Linear Program With Zeroｭ

One Variable 

・・・京

大者E

明

男
※
 

久
之
之洋

喜

根
久
崎

三
成
大

大
, 

神戸製鋼

都
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お 知

研究専門委員会規程にもとづき.電気事業におけ

る「オペレーションズ・リサーチの理論と応、用」に

関ナる専門的研究を目的として，電力部会が10月に

ら せ

発足し，第 1 回部会が秋季研究発表会の前日仙台市

で開かれました.その議事要旨は次のとおりです.

OR 学会電力部会第 1 固定例部会議事録

1.期日 1968年11月 13 日

2. 場所東北電力会議室

3. 議事

A) 委員会

(1) 経過報告

(2) 会則の決定

(司副主査の選出

会則第 4 条により副主査として東京電力・

井上修氏(総合能力開発本部情報管理課長)

bよび関西電力・臼井右友氏(社長室企画

部付)が選出された.

(4) 今後の運営

i) 運営方針

。 Rの性格上，分析対象を中心に研究す

べきではあるが，当面. OR手法を中心

に取扱う.

器 Scheduling 応用部会・報告#

・ 7 月度 8 月度は幹事渡米のため中止

• 9 月度 9/13 海上自衛隊需給統制隊管理部見学

参加者 6 名

-10月度 10/24 三菱原子力第 1 会議室

( i ) オンライン・システムにbけるまE

ち合わせ問題斉藤富彦君(日電)

(ii) MIT サマーセ E ナーに参加して

原亨君(富士通〉

参加者13名

-11月度 11/21 三菱原子力第 1 会議室

工作機械の群管理システム

ii) 次回テーマ

「確率統計と予測u

(5) 出席者省略

B) 研究会

(1) PFRT 技法の諸問題中川友康(電力中研)

悶米国にまTける PERT 権藤元(中国電力〕

(3) 各社 PERT 利用状況報告各社

(4) パネル討論

討論者中)I[ (電研・司会).岡崎(東北電

力).本告(中部電力).権藤(中国

電力).山田(九州電力)

i) PERT 導入

ii) PERT 分野

並i)業者との関連

iv) PERT と企業経営

問出席者省略

研野和人先生(機械試験所)

参加者 6 名

・ 12月度予定 12/19(木)午後 1 時30分~5時00分

三菱原子力(株)第 1 会議室

TEL(201)6521 会場係・武川博臣君

グ基準白程設定に関する 2 ・ 3 の

考察

手大生産研・中根甚一郎君

参加希望の方は会場係又は幹事(富士通 216-

3211 EX 511 原〉まで御連絡下さい.
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